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　2024年 4月に九州地区の 3名の胸部放射
線診断のリーダーが編集された『即戦力が身
につく胸部の画像診断』が出版された．実臨
床を想定したコンセプトで構成された書籍
シリーズの胸部版である．疾患項目ごとに
記載をしていく通常の教科書とは異なり，
胸部領域の臨床で遭遇するであろう種々の
疾患のなかから重要と思われる 150疾患を
選び，その“case-based review”を集めた
形式となっている．それぞれの症例におい
て，臨床情報，画像所見，最終診断と経過
が提示された後，画像診断のポイント，疾
患の解説，鑑別診断が続いている．それぞ
れの項目が冗長にならず，重要な点が簡略
かつ明快に記載されているのが特徴で，疲
れることなく，流れるように読み進めてい
くことができる．また，画像診断医として
知っておきたいサインについても十分に配
慮され，さらに多くの症例で，画像診断の
ポイントがよくわかる最適な画像が選択さ
れていると感じる．おそらく，編者らの依
頼で執筆された全国の中堅からベテランの
先生方が，自ら経験した症例のなかから
じっくり選ばれた症例が使われているから
だと思われる．さらに，最終診断と経過の
あとに，Q&A形式の「問題」が挿入され，そ
の疾患での押さえておくべきポイントが強
調されているので，そのあとに続く画像診
断のポイントや疾患の解説がより理解しや
すい構成となっている．末尾に配置された
「解答」で重要点が再確認でき，学習効果を
考えた優れた工夫と思われる．
　疾患の解説では，最新の情報が含まれて

いて，間質性肺炎のような疾患概念が改定
されていくカテゴリーを含め，できるだけ
わかりやすい形で，しかも工夫された表や
図も交えながら記載されているのは読者に
とってはありがたい．また，鑑別診断では，
簡潔な記載ながら実践的な鑑別診断名が挙
げられ，それらの疾患が本書に含まれてい
る場合には参照ページが記載されているの
で，その症例を簡単に対比することが可能
である．
　この本のもう一つの大きな特徴は，症例
の並べ方である．症例の難易度によって，
入門編，実力編，挑戦編の3グループに分け
られ，それぞれのグループ内ではランダム
に症例が並べられている．自分の経験レベ
ルに応じてグループを選ぶことができるし，
さらに，この本のどこから読み始めても，
その症例がどのようなカテゴリーの疾患か
がわからない形で，臨床情報と画像の検討
をスタートできるわけで，即戦力をつける
という本書の目的にぴったりと思われる．
加えて，疾患・臓器カテゴリー別の目次も
用意されているので，再度症例を振り返り
たい場合にも，すぐに症例にたどり着ける
ように工夫されている．
　全編症例クイズを楽しみながら，多くの
疾患や画像所見のまとめを行うことができ
るので，初学者にとっては，胸部画像診断
の知識を積み上げていくのに役立つ1冊とな
るであろうし，経験者にとっても，自らの
胸部画像診断の能力や知識をリフレッシュ
するのに最適で，手元に置いておきたい1冊
である．
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